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 町、事務局） 

 

１．開  会  課長 

只今から、令和４年度第１回八雲町国民健康保険運営協議会を開催いたします。 

本日の協議会には、〇〇委員、〇〇委員、〇〇委員、〇〇委員より欠席する旨の申し出がありました

ので、報告申し上げます。 

それでは、会議次第に沿って進めさせていただきます。 

課長） 

この運営協議会は自治基本条例により、一般公開することとなっています。また、会議録を作成し、

これを公表するということになっていますが、会議録における個人名は公表しないということになっ

ていますので、どうか忌憚のないご意見をお願いしたいと思います。 

それでは、会議次第に沿って進めさせていただきます。 

副町長からご挨拶申し上げます。                                     

副町長） 

皆様こんにちは。本日は令和４年度第１回国民健康保険運営協議会に大変お忙しい中ご出席を賜り

ましてありがとうございます。また、皆様方には日頃から町政の推進、国保運営に対しましてご尽力

をいただきましてお礼申し上げます。本来でありますと町長がここに参りまして皆様方にご挨拶を申

し上げるところでございますが、本日、公務出張で不在でございますので代わって私の方からご挨拶

申し上げます。 

八雲町国民健康保険の運営にあたりましては、令和３年度決算では単年度収支で約、1,000 万円の

黒字決算、約 4,500万円の余剰金が発生したところでございます。 

また、令和４年度の決算見込みについて、でございますが、現時点でおいて令和３年度と同程度の



決算を見込んでいるところでございます。国保税の収納率については収納対策や滞納整理の効果がご

ざいまして、現年度課税分、滞納繰越分ともに前年度を上回っている状況でございます。 

しかしながら、被保険者数が年々減少傾向にございまして国保税の減少が懸念されているところで

ございます。更に、保険給付費は被保険者の高齢化や医療の高度化によりまして今後も医療費は増え

続けるものと想定しているところです。 

税率改正につきましては３年毎に検討、改正を行っているところでございますが、新型コロナによ

る影響から令和２年度から令和３年度の所得の落ち込みが著しいとして令和４年度、改正を見送った

ところです。令和５年度の税率改正につきましてはこの後、議事でご提案をさせていただく事として

おりますのでご審議の程よろしくお願いいたします。 

引き続き厳しい財政運営を強いられている状況にございますけれども、今後も税の適正賦課、収納

率の向上、歳出では医療費の適正化に努め町民の健康維持・推進を図りながら取り組んでいく所存で

あります。 

本日皆様方にご協議頂いた事項につきましては、今後の国保運営に反映させていただくと共に適切

に運営して参りますので、運営協議会では忌憚のないご意見を賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

課長） 

副町長におかれましては他の用務がございますのでここで退席させていただきます。 

それでは会長よりご挨拶をお願いします。 

会長） 

委員の皆様こんにちは。第１回の運営協議会ですけれども、皆様には慎重にご審議をお願いいたしま

す。 

課長） 

ありがとうございました。本日の出席者を確認いたします。本日の出席者は定数９名中６名の出席と

なっております。よって、第１回国保運営協議会が成立していることをご報告いたします。 

つきましては、規程よりまして会議の議長は会長が務める事となっておりますので、これからの議事

進行については会長にお願いいたします。 

会長） 

それでは本日の議事録署名委員を指名させていただきます。本日の署名委員に〇〇委員と〇〇委員

の２名にお願いしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

それでは、さっそく議事に入りたいと思います。最初に報告事項（１）につきまして、事務局から

説明をいただきたいと思います。 

 



（係長より（１）について説明） 

 

会長） 

 令和３年度国保会計決算報告について説明をいただきましたが何か質疑ございませんか。 

特に無い様であればよろしいでしょうか。 

 続きまして報告事項（２）について事務局から説明をお願いします。 

 

（係長より（２）について説明） 

  

会長） 

 令和４年度決算見込みについて説明をいただきましたが何か質疑ございませんか。 

会長） 

 決算見込みについて多めに見込んでいるとの事ですがどのあたりでしょうか。 

係長） 

 歳出は年度の半分まで執行されていない状況ですので、今後、医療費に関しましても、新型コロナ 

ウイルスの影響もあり、どの程度伸びていくのか、また、受診控え等あり減少していくのかが不明で 

ありますので、出ていくであろう最大限の額で見込んでおります。 

課長） 

 予算という部分で、特に税収の部分で、先ほど係長からも説明がありましたとおり予算ベースでは 

約９０％と見込むのが最近の傾向としてあります。これは９４％、９５％で見込んだ場合に歳入欠陥 

となり予算が成立しないということを回避するために、入ってくるお金は最小限、歳出は、年度途中 

の決算としては予算全額支出されるであろうという考えでありますので、ご理解いただければと思い 

ます。 

会長） 

 他に何か質疑ございませんか。 

 他に特になければ次に進んでよろしいでしょうか。 

 続きまして報告事項（３）について事務局から説明をお願いします。 

 

（係長より（３）について説明） 

 

会長） 

 八雲町国保の概況について説明をいただきましたが何か質疑ございませんか。 



〇〇委員） 

 保険税の収納の事ですが、収納率が令和３年度９４．４７％との事ですが目標としては何％でしょ

うか。目指すところは１００％でしょうけども、９・・何％でしょうか。 

課長） 

 収納率については委員おっしゃる通り目指すところは１００％だという風にはなりますけれども、

現年度分の徴収率につきましては特に目標設定をしているという訳ではございません。 

ただし、税収確保の為に前年度並みに９３なり９４なりを下回らないように目標を設定しておりま

すが、到達ポイントという様な目標は設定していないのが現状でございます。 

〇〇委員） 

 現実として払わなかった場合、延滞税がつくと納付書には書いてありますが、それよりも、納めら 

れなかった方への対応はどの様な対応が主になっているのでしょうか。 

課長） 

 まず、４年度から委員おっしゃるように延滞金の厳格な徴収が始まっております。納期から遅れた 

部分を割合に応じて日数分お支払いいただくという部分はおっしゃる通りです。 

 あと、お支払い頂けない方への納付対策としては、まずは、納期が過ぎれば督促状、その後、催告 

書、これだけの部分が収められておりません。このまま納められない状況が続くとこうゆう対処をし 

ます。その対処が何かというと、強制徴収ということで、八雲町は国保税ですから他の税と同じよう 

な対応で強制徴収、役場が財産の差し押さえ、現金の差し押さえ等の財産調査を行うことになります。 

最近は財産調査が主流となっております。調べられる限りの預金、次に、生命保険の部分も調べ 

させていただいております。財産調査を行った場合には、ご本人様にも財産調査があった旨が知らさ 

れると思いますので、そういった中で、尚且つ納めて頂けない場合は強制執行という形で強制的に町 

の方で収納していくというのが現在行われている滞納処分です。 

 あとは、土地や家屋や固定資産の部分は、財産としては結構高額な部分にはなりますが、現実問題 

として抵当の部分の優先順位の問題がありまして、他の金融機関の抵当権が先についている部分があ

って、２番抵当、３番抵当でそういう部分の財産処分は中々現実的にはできない状況でございます。 

 滞納者の方をどうしているかという部分は、財務課の納税係の方で他の税と一緒に行っていますけ

れど、財産を調べさせていたき、発見した場合にはそれを税に充てさせていただく処分をとっており

ます。 

しかし、税金は翌年度課税で前年度の所得を基にしているので、現年度分が前年度分と大きく急変

する方も居るので、長らく滞納されている方でどうしても収入が見込めない方や、病気をされていて、 



今後、収入が回復することが見込まれない方は税をもうこれ以上徴収することが不可能となり、最終

的に、徴収不能、不能欠損となり、債権放棄という形で処理せざるを得ない場合もあるということも 

ご理解願います。 

〇〇委員） 

 徴収できなというのは、大体、これは全部、単年度で％で出ていますよね、ですからあれですけど

大体、今までのあれで何％位あったのでしょうか。住所が変わってしまって、住民票を移した方なん

かはできないわけですよね。 

課長） 

 日本国内にいらっしゃれば。 

○○委員） 

 依頼はできるのですか。 

課長） 

 調査をして、銀行なり、財産は調査することはできますし、もちろん他の町に徴収依頼という形で

まあ道内であればそこまでしませんが、東京等に転出された方は何々区に徴収依頼ということも税法

上、制度としてできますので。ただし、先ほど言ったように債権調査が預金ですとか生命保険が主流

となっていますので、そういった部分は文章で出来ますので、八雲町役場で取り組むことはできると

思います。 

 先ほど申し上げました不能欠損がいくらかというのは、大変申し訳ありませんが資料を持って来て

おりませんのと、徴収部門から詳しい資料をいただかないといけないのですが、全てが全て不能欠損

している訳ではございませんが、年度によっては若干あるということでご理解をお願いします。 

〇〇委員） 

 徴収の順位としては、国保は下の方、ま、下の方っていうか、徴収順位ね、未納の方はいろんな税

金がありますよね、そういう方はいろんなものが今引っかかっているかもしれませんが、そうなると

国保の位置としては、どんな、最初にもらえるという訳ではなく、書類で徴収できるという位置では

ない訳ですね。国保は。国保の保険税は 

課長） 

 税金については、先ほど申し上げたとおり、町道民税、町で集めている税金、道民税も含めて町道

民税、あと、固定資産税、あと、少し性質は違いますが軽自動車税、で、国保税という税金が主流で

すが、委員がおっしゃるように、じゃあ何の税金から納めていただくのだという部分は、その方の色々

な部分を考えてはいかなければいけないのですけれども、国保を後にするとか先にするとかではなく

て、基本的には横並びで考えていると捉えていただければと思います。 

 滞納処分で言い忘れた部分がありました。高額になったり、困難案件の部分は、渡島桧山滞納整理 



機構という事務処理組合を作っております。各町から職員を派遣して滞納整理を専ら専門にやってい

る事務組合がございます。そちらの方にも困難案件を徴収依頼して、毎年１億円位の徴収効果という

ことで、確か３年度も１億円位の徴収効果があって、それで滞納繰越分の解消に繋がっているものと

思います。 

先ほど言ったように財産の部分の調査ですとかの部分は中々役場単体でやりきれる部分は難しい部

分があるのですけど、事務組合ではそういった部分を見込んでやっておりますし、注意喚起ではない

ですけど、そういった厳格な対応をとるといった事が皆様にも伝わって納税に繋がっている部分も少

なからずあるかと思っております。 

〇〇委員） 

 注意喚起を、あの、やっぱり不公平感なくという感覚がなければやっぱり納税者の気持ちとしてそ

こが重要だと思うのですね。ですから、そこはちょっとはっきりした方がと思ったのでが。はい、大

体分かりました。 

課長） 

 お叱りを受ける部分も十分あります。きちんと払っている方と払っていない方で、基本的人権の部

分に関わっていく、病院受診を止めるという訳にはいきませんので、保険証を使う方がきちんと払っ

ていない部分は相互扶助の考え方で保険制度自体が揺らいでしまうという部分も、私共も十分重く受

け止めています。滞納整理についてはかなり厳しくやらせていただいています。 

ただし、特別なご事情等があってどうしても経済状況が悪くなって払えなくなってしまう方もおり

ますので、それは十分な納付相談等を行って法に則って処理できる形を模索しながら処理している部

分です。最終的に不能欠損になってしまう部分もあるのですけど、最近、現年度部分についても９２％

台だった時期もありましたけど、それが９３後半から９４％、２年から３年で０．９４ポイント上が

りましたので、出来れば９５％、９６％という様に上がっていく事を期待しているところです。 

委員おっしゃる通り不公平感が一番大事だと思っておりますので、きちんと払っている方が割を

くうような制度であってはいけないと肝に命じてやっていきたいと思っております。 

〇〇委員） 

 永遠の課題。額の多い少ないはあるけれども滞納に関しては永遠の課題で、払えない人から取るの

かという風になれば色々な問題が出てくるというのもあるから、やっぱりなるべく払ってもらえるよ

うな仕組みをやっぱり取る側もきちんととってもらえれば、病院にかかる人は必ず健康保険の有意性

というのは分かっていると思うのでちゃんとお金ができたら払ってもらうと思って臨まないと中々払

えと言っても強制的には中々いかないと。 

会長） 

 収納率は上がってきているのですね。 



 基金の１億６千万は一般会計からの借り入れに相当する、これを返すとすれば基金はゼロに近くな

るのか。 

課長） 

 この後、協議事項の来年度以降の税率改正にも大きく関わってくるのですけれども、一般会計繰入

相当分の処理を含めて今年度の５年度以降の部分、あと、全道統一化になった全道標準税率、全道ど

こに行っても同じ税率に近づけていく、それに合わせていくスケジュールも後で説明させていただき

ますがそういうのも含めて財政試算をしております。 

八雲町のとるべき方策を協議頂くのを控えておりますのでそちらの方で説明をさせていただきたい

と思います。 

〇〇委員） 

 八雲総合病院の事なのですが、今現在、地域センター病院として高度医療機器による体制が整って

いると書かれているのですが、実際、耳にすることが多くて、受診された方が、八雲では手に負えな

いと紹介されるわけです。 

大体が函館、滅多に札幌は無いけど、札幌に行く方もおりますけど、そうしますと、その科によっ

て先生方の出身の、何か良くわからないですけど、大学、そういう系統の病院に紹介がされるという

んのですよ。 

ですから、その事実は私自身が受けたわけではありませんが、身近で何件かそういう風に大体がこ

この病院に行くのよっていう風に紹介される事が多いというのですがそういうのは把握していますで

しょうか。 

個々に科によってとか。事例とかそういうのは町のほうでは一切関知しないということですか。 

課長） 

 紹介先の部分は私共、住民生活課の方では情報等は把握出来ておりません。 

〇〇委員） 

 私の知っている限りで良いですか。私も３年ほど前、町立病院で診断を受けて、これは一種の癌で

すよと、それで、八雲でやれる範囲でやりますけど手術は最終的には函館、札幌、どちらでも良いで

すけど選択してください。と言われました。 

当初、私は札幌に娘がいるものですから札幌と言いましたけど、ちょうどコロナがまともにかかっ

た時で家族に札幌までわざわざ行ってすることないから函館でと。で、函館で先生お願いしますと言

ったら、僕の後輩が函館の何々病院でこれ専門にやっているけど、そこでいいですかという言い方を

されました。だから、それでお願いしますということで紹介状を書いてもらって行きました。 

その症状によって函館でもどの病院が先端を行っているというのがあります。だから病院もその症

状によって何々病院だと分けて、私自身その様に解釈して行きました。患者さんにあんたはここだよ



という風な言い方はしませんでしたね。どちらでもいいですけど、どうしますかと。それでは函館で

お願いしますと。それだったらこれは函館で僕の後輩がこういう病院にいるけどそっちの方で進んだ

研究をしているからどうですか。ではそれでお願いしますと。 

その先生によって言い方が一歩通行で言えば捉え方とすれば、なんだという捉え方をするかもしれ

ないし、どの病院でも良い症状だったらどこでも良いですよという先生もいますね。 

〇〇委員） 

 自分で決めてくださいなんて言われたら困りますよね。 

〇〇委員） 

 分からないですからね。 

 自分はある程度八雲の先生の判断と相談しながらやるしかないのかなと思いますけどね。 

課長） 

 〇〇委員ありがとうございました。住民生活課にはそういう情報までは来ない、まあ、どこの病院

にかかったかという結果はレセプト等で回ってきますので把握はできますけど、どういった経緯でそ

の病院に行かれるっていうのう把握しきれていなというのが現実です。 

ただし、一般論とうか、自分の周りの体験談を、〇〇委員が詳しく話してくださった部分もござい

ますけども、先生がどこで治療をやりますかと聞いた際に、函館にしたとか札幌にしたとかという話

は私も聞いたことがあります。 

八雲に来ている 先生達は道内、北大系と札医系、旭医系、３つの病院がございますけども、どち

らかというと北大系、札医系が多いのかなと思いますが、どの様な治療を行っているのかというのは、

同じ大学の先生方で情報共有があるのかなという部分もあると思いますので、恣意的な部分で誘導的

にやっているという風には思っていませんが、より事情が分かるのはそういうことなのかなとは一般

論として思っております。 

ただし、例えば、あそこに行きなさいと、あっち行きたいけどこっち行けと先生に言われたからし

ょうがなく行ったのだよねってことが無いとは言い切れるものではないので、その場での受け取り方

とかもございますので、私の部分で把握していないのは申し訳ありません。 

会長） 

 他に何か質疑ございませんか。 

 他に特になければ次に進んでよろしいでしょうか。 

 続きまして協議事項（１）について事務局から説明をお願いします。 

 

（係長より（１）について説明） 

 



課長） 

 統一保険料の影響という部分、５ページ６ページの部分をもう一度お話しますと、令和４年度はあ

くまで今年の税額と同じでというベースでありますので、そこは前提として、令和４年度の賦課した

保険税と同じであるというベースであるという部分は押さえていただきたいと思います。 

今後、後期高齢者へ移行という部分が大量に発生して被保険者、国保の加入者も減っていくという

のがあるのですけども、その辺はこれには入っていない部分でどうなっていくかという部分があるの

ですが、そこを加味しても同じようなシミュレーションが成り立つのではないかという前提だという

事をおさえていただきたいと思います。 

先ほど言ったα・βという係数の問題でαというのは何かというと０．５が０になるという部分は、

医療費の高い町は、全道統一算定になったのですけども納付金は医療費の高いところは使う部分が大

きいということなので納めていただく納付金も割り増しして払ってくださいよっていう風に今なって

います。 

それが、先ほど八雲町の概況でも説明させていただきましたが、現状としてやむを得ない部分です

けども、旧国立病院があったということで２億円ほどの医療費がずっとかかっていたという部分、国

保の算定上、居住地特例というものがあって八雲から転出されても八雲町国保が医療費をみなければ

ならないという部分でその２億円は各町に分散された訳じゃなくて八雲町が今も医療費を払っている

形になっています。 

そういった部分でα、医療費が高い町という部分のかかり増し経費が言われています。ただしそれ

はスタート地点の問題で全道統一算定、どこ行っても全道均一にしますよという移行期間の中で令和

６年度からその加算を０にします。要は高い町も低い町もかかり増しというのを止めますというのが

令和６年度です。なので、それを考えると 3,000 万程の納付金が減るという形になります。 

それと一般会計からの繰り入れ分、今、８割でみている部分、軽減措置とかですが、均等割、平等

割と言いますけども、その部分が所得の状況に応じまして７・５・２ということで軽減措置がとられ

ています。その部分の繰り入れにつきましても、一般会計からはその額の８割相当を繰り入れになっ

ていますけれどもそれを全道統一で１０割を一般会計で繰り入れますよという形。そうすると効果額

として 2,300 万円程のプラスになり納付金が下がるということで合せて北海道へ納める額が４年度ベ

ースで 5,000 万減るということになります。うちで大体毎年納付金の１割弱が下がることなになりま

す。 

その下にいって増える部分も無いのかというと６ページの下段で 800万程プラスが増える部分なの

ですがそれを加味しても 5,000 万弱のうちにはプラスに働くという事になります。うちは恩恵を被れ

るグループに入ることが出来ました。ただし、全道を見回しますと今現在の納付金よりも上がるとこ

ろもあるという部分でうちのはプラスに働くというところでその辺を加味しないでずっとシミュレー



ションしていましたので、うちの国保の運営は大変だったのですけどもそこは道のスケジュールがは

っきりと示されましたので令和６年度からかかり増しを止めるという事になっています。 

もう一つが後半で説明いたしました課税方式の見直し、皆さん国保に加入されていますので課税明

細を見たときにあると思うのですが先ほど言った様に１世帯いくら加入者１人いくら所得割いくら、

プラスして資産割といって固定資産税に４０％をかけた資産割がいくらという４つの要素で構成され

ていると思うのですが全道の中で国保税の４方式を使っている町はどんどん減っていっていて 179市

町村中 66 市町村まで落ちています。これはまだ税法上として有効な算定方式ですからどれを採用す

るかは市町村の裁量に任されておりますけれども、全道統一の中では資産割を止めましょうというの

が令和８年度に設定されました。 

そういった中でうちは否が応でも税率改正は行わなければならないというのが差し迫っている部分

があります。現実的に言うと高額所得者の方の限度額を上げても税収としては確保できないという事

情がありますので、どうしても均等割、平等割の部分を少しずつ上げるしかないという部分がありま

すけれどもそれは先ほど言った８割を１０割にするといった軽減措置がございますので皆様のご負担

を救済していきたいと思いますがまずはそういった形で８年度に税率改正を必ずやらなければならな

い。その次に令和１２年度には全道統一にするゴールも定められましたのでそれに向かって行きます。  

全道の統一税率は資産割がもちろん入っていませんが八雲町が今設定している税率よりも低い税率に

設定されています。資料３の４ページですが、八雲町のシミュレーションで左が納付金及び保険料の

必要額ということで令和１２年度に向けて下がっていきます。標準保険料率も下がっていくという事

で今後必要な部分が下がっていくので、今現在、令和４年度末には２億円位の基金になって２億７千

万の返済についても、一応区切りとして国保会計、一般会計の区別がございますので基金については

一旦お返ししなければならないのですが、令和６年度以降を見据えたとき十分現在の状況でも余力が

発生する、ただし、６年度末に返せるかというと１年位厳しいので、２年３年待って下さいという協

議をしています。一応、一般会計と特別会計の区別の中でお金の所属をどこにするかという整理をし

ないといけないので一般会計に戻す部分は令和７年度以降に先送りして、今現在ご負担いただいてい

る税金についていじることをやめて、尚且ついつどの様にして下げていくのかという部分を検討する

段階に入って皆様にもう一度協議していただかなければいけないのかという事を説明させていただき

ました。 

いずれにしても、基金をどのくらい持てばいいのかというのは、道の方も示す、示すと言いながら

全く示してくれないのですが、借入金ではありますが八雲町は２億円位の基金をもっています。所得

が納付金に反映するのが２年遅れ位なので今、去年より 3,000 万下がりましたよという部分は元年な

り２年なりにコロナで皆さん所得が伸びていなかったので４年度の納付金はかなり下がったと、逆に

言うと来年、所得が今回復傾向にありますから５年、６年というのは所得ベースの納付金は上がらざ



るを得ないという部分がある、こういう波を１回１回税率改正しているわけにはいきませんから基金

で調整していくために貯金を持って下さいよというのが基金ですから、それはやはり２億円位持つの

が必要なのかと考えています。 

それを見越しても今税金を上げる必要はないのではないかという試算が成り立ちました。皆様も全

道統一化の前のことはご記憶にあると思いますが、それまでは各市町村が病院に医療費を払っていま

した。高額レセプトが発生した場合にはその医療費をなんとかして払わなければいけなかった。支出

が安定しなかった。今は納付金を払えば後は北海道が必ず払ってくれますので、シミュレーションを

分けて考えられるようになったので、４年後８年後という部分がかなり考えやすくなったのが今回の

シミュレーションの大きな成り立ちです。やっと皆様にも統一化の恩恵が来るのかなという風に考え

ております。 

昨年度は来年５年度の税率を上げざるを得ないのです。ただし、いくら上げるのかは４年度にもう

一度協議させてくださいとお話した部分は、４年度、５年度以降も税率は上げません。ということで、

８年度に向けてどのようにして税率の構成をという部分はもう一度、５・６・７年度で検討をしてい

く事になると思いますのでよろしくお願いします。 

会長）  

 そうすると、税は今のまま据え置きで改定しないということですか。 

課長） 

 はい、八雲町が設定している税金の率は上げません。ただし、去年も法律の方で限度額の改正で３

万円上がって、ついに MAX の方は 100 万円を超えて 102 万までいってしまったのですけど、大本の

地方税法で決められている法律で決まっている部分は改正していきますけども税率は変える予定はご

ざいません。 

会長） 

 八雲の場合 5,000 万今までよりも下がるが他の町村では納付金が上がる市町村もあるのですか。 

課長） 

 変わらない町が３分の１、上がる町が３分の１、下がる町が３分の１。八雲町は下がる町となりま

す。 

会長） 

 上がった町村は大変ですね。 

課長） 

 α＝０というと先ほど言った様に医療費をいっぱい使っている町は多く納付金を払うという部分は

スタートはしょうがなかったのですがそれをまず戻さないとその先に１２年に控えている全道統一保

険料に行けないという部分があります。 



会長） 

この件について他に何か質疑ございませんか。 

 なければよろしいでしょうか。 

 その他何かございますでしょうか。 

係長） 

 その他について、ご報告になりますが、先ほど来より社会貢献賞という事で 20 年以上国保運営協

議会委員を務めていただいたという事で〇〇委員様を推薦させていただいておりました。この度、内

定との通知をいただいておりますので、ご報告いたします。また、〇〇委員様におかれましても、12

年以上国保運営協議会委員を務めていただいたという事で国保連合会に推薦申し上げておりました

が、この度、内定の通知がありましたので併せてご報告いたします。また、決定し次第伝達式を行い

たいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

会長） 

おめでとうございます。 

 それでは、今日の会議はこれで終了したいと思います。 

 以上で今日予定されていた議題のすべてを終了いたしました。長時間にわたり慎重な審議ありがと

うございました。 
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